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補助食品併用療法により血中尿素窒素上昇を認めた一症例. 第5回北海道・東北臨床工学技士会; 20181006-07; 郡
山. 
 
仙石貴文, 今野秀胤, 半澤 翔, 石川佑樹, 福原真喜, 佐々木紀尚, 清野泰司, 荒 宏樹, 遠藤綾子, 佐藤 

梓, 福原之博, 佐藤貴美絵, 出羽 仁. 当院の手術室における臨床工学技士業務の現状と今後の課題. 第5回北

海道・東北臨床工学技士会; 20181006-07; 郡山. 
 
半澤 翔, 平野麻衣, 鴫原佑弥, 仙石貴文, 今野秀胤, 石川佑樹, 佐々木紀尚, 清野泰司, 荒 宏樹, 佐藤 

梓, 福原之博, 佐藤貴美絵, 出羽 仁, 山谷 亨. コストメリットから見たロボット支援下内視鏡手術導入に向

けての検討. 第5回北海道・東北臨床工学技士会; 20181006-07; 郡山. 
 
荒 宏樹, 吉田京香, 阿部勇飛, 佐藤 梓, 福原之博, 佐藤貴美絵, 三浦 晋, 出羽 仁. Babylog VN500
とNewport e360を用いた窒素投与時の酸素濃度測定. 第57回全国自治体病院学会 in 福島; 20181018-19; 郡山. 
 
佐藤 梓, 福原真喜, 清野泰司, 荒 宏樹, 遠藤綾子, 福原之博, 佐藤貴美絵, 三浦 晋, 出羽 仁. リハ

ビリと臨床工学技士の関わり. 第57回全国自治体病院学会 in 福島; 20181018-19; 郡山. 
 
清野泰司, 福原真喜, 荒 宏樹, 遠藤綾子, 福原之博, 佐藤貴美絵, 三浦 晋, 出羽 仁. 当院臨床工学セン

ターにおける機器管理の現状と課題. 第57回全国自治体病院学会 in 福島; 20181018-19; 郡山. 
 
半澤 翔, 平野麻衣, 鴫原佑弥, 仙石貴文, 今野秀胤, 石川佑樹, 佐々木紀尚, 清野泰司, 荒 宏樹, 佐藤 

梓, 福原之博, 佐藤貴美絵, 出羽 仁. 術中MRI撮影導入への取り組みと現状. 第57回全国自治体病院学会 in 
福島; 20181018-19; 郡山. 
 
 
 

痛み緩和医療センター 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Ito S, Suto T, Saito S, Obata H. Repeated administration of duloxetine suppresses neuropathic pain by 
accumulating effects of noradrenaline in the spinal cord. Anesthesia and Analgesia. 201801; 126(1):298-307. 
 
〔総説等〕 
 
徳岡宏文, 新庄勝浩, 小幡英章. 運動器慢性疼痛における末梢（性）感作と中枢（性）感作. 新薬と臨床. 
201809; 67(9):1030-1042. 
 
〔その他〕 
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小幡英章. 病態へのアプローチ：慢性痛を中心に 下行性抑制系の基礎研究 慢性痛時には下行性抑制系が減弱す

る. LiSA. 201809; 25(別冊'18秋):121-125. 
 

著 書・訳 書 

 
佐藤 薫, 小幡英章. オランダにおける安楽死合法化前後の終末期の実際の動向. In: 山蔭道明 監修, 新山幸俊 
編集. 日めくり麻酔科エビデンスアップデート 2. 東京: 克誠堂出版; 201808. p.218-219. 
 
星野 一, 小幡英章. ガバペンチンとオピオイドの併用でオピオイド関連死が増加する. In: 山蔭道明 監修, 新山

幸俊 編集. 日めくり麻酔科エビデンスアップデート 2. 東京: 克誠堂出版; 201808. p.220-221. 
 
小幡英章. バイアスファクターと治療濃度域はより安全なオピオイド治療の指標となる. In: 山蔭道明 監修, 新山

幸俊 編集. 日めくり麻酔科エビデンスアップデート 2. 東京: 克誠堂出版; 201808. p.222-223. 
 
小幡英章. 救急医によるオピオイド処方と長期使用の危険性. In: 山蔭道明 監修, 新山幸俊 編集. 日めくり麻酔科

エビデンスアップデート 2. 東京: 克誠堂出版; 201808. p.224-225. 
 
佐藤 薫, 小幡英章. 終末期患者におけるdignity therapyの悩みや終末期の生活への影響. In: 山蔭道明 監修, 
新山幸俊 編集. 日めくり麻酔科エビデンスアップデート 2. 東京: 克誠堂出版; 201808. p.226-227. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Suto T, Kato D, Obata H, Saito S. Attenuation of analgesic effect of duloxetine in a rat model of chronic 
neuropathic pain. 17th World Congress on Pain; 20180912-16; Boston, USA. 
 
大石理江子, 中野裕子, 佐藤 薫, 黒澤 伸, 小幡英章, 村川雅洋. 副作用のためカルバマゼピンを服用でき

なかったが、抑肝散陳皮半夏が著効した三叉神経痛の1例. 第42回東北ペインクリニック学会; 20180324; 山形. 
プログラム・抄録集. 33. 
 
中野裕子, 大石理江子, 三部徳恵, 佐藤 薫, 五十洲剛, 黒澤 伸, 小幡英章, 村川雅洋. 妊娠を希望したた

め催奇形性のあるバルプロ酸を中止し、漢方薬で症状をコントロールした薬物乱用頭痛の一例. 第42回東北ペイ

ンクリニック学会; 20180324; 山形. プログラム・抄録集. 34. 
 
大石理江子, 三部徳恵, 黒澤 伸, 小幡英章, 村川雅洋. 硬膜外麻酔施行時にカテーテルが傍脊椎腔に迷入し

た1例. 日本区域麻酔学会第5回学術集会; 20180414; 大阪. 
 
星野 一, 廣木忠直, 齋藤 繁, 村川雅洋, 小幡英章. ラット神経障害性疼痛モデルを用いたNaSSAおよび

SNRIの鎮痛機序の検討. 日本麻酔科学会第65回学術集会; 20180517; 横浜. 麻酔. 67(臨時増刊):95. 
 
廣木忠直, 須藤貴史, 齋藤 繁, 小幡英章. 神経障害性痛ではモルヒネの鎮痛作用が減弱する －セロトニン作
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動性下行性痛み調節系の可塑的変化についての検討－. 日本麻酔科学会第65回学術集会; 20180517; 横浜. 
 
須藤貴史, 齋藤 繁, 小幡英章. 神経障害性疼痛モデル慢性期におけるデュロキセチンによる鎮痛の減弱とその

メカニズム. 日本麻酔科学会第65回学術集会; 20180517; 横浜. 
 
佐藤 薫, 中野裕子, 大石理江子, 小幡英章, 村川雅洋. 直腸がん再発腫瘍摘出後の難治性疼痛に筋膜リリー

ス注射が著効した一例. 日本ペインクリニック学会第52回大会; 20180720; 東京. 日本ペインクリニック学会誌. 
25(3):159. 
 
〔その他〕 
 
小幡英章. 慢性痛の基礎研究. 第42回東北ペインクリニック学会; 20180324; 山形. プログラム・抄録集. 15. 
 
 
 

脳疾患センター 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Nakashima T, Hatano N, Kanamori F, Muraoka S, Kawabata T, Takasu S, Watanabe T, Kojima T, Nagatani 
T, Seki Y. Tumor Volume Decrease via Feeder Occlusion for Treating a Large, Firm Trigone Meningioma. NMC 
Case Report Journal. 201801; 5(1):9-14. 
 
山口純矢, 小島隆生, 加藤紀子, 関 行雄. 皮質性くも膜下出血で発症した妊娠関連脳卒中の検討. 脳卒中. 
201805; 40(3):157-162. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Kojima T, Seki Y, Yasui K, Morozumi S, Uematsu T, Hara M, Saito K. Dural arteriovenous fistula presenting 
spinal venous reflux. SNR 2018 - XXI Symposium Neuroradiologicum; 20180319; Taipei, Taiwan. 
 
小島隆生, 太田圭祐, 浅井琢美, 植松高史, 安井敬三, 関 行雄, 佐久間潤, 齋藤 清. 脳主幹動脈急性閉塞

に対する脳血管内治療：中程度から広範な虚血性変化を呈する症例の検討. 第47回日本脳卒中の外科学会; 
20180315; 福岡. 
 
小島隆生, 織田恵子, 佐藤直樹, 堀内一臣, 市川 剛, 前田卓哉, 紺野 豊, 佐藤昌宏, 平 敏, 後藤 健, 
小林 亨, 齋藤 清. Mobile interventional team を活用した経皮的血栓回収術－地方都市における取り組み－. 
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